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資格申請受付中

請書類一式J をお送りします。

すでに申請書類等をお持ちの方は，

くださし、。

受取られたら，申請書;類に所用事項を記入(写真

添付)し事務局へ送付してください。資格認定に関

する費用として，審査料10，000円と，合格した人は

認定料30，000円が必要です。

認定「応用心理士J の認定証は，日本応用心理学

会の会員である聞は有効で，履歴書等にその所持を

記載することができます。

早めにご申請の手続きをお取りください。

それをご使用

(闘によるお間合わせには)
応じられません。

東京都新宿区下落合 1-7-7富士短期大学内

応用心理士事務局

※申請書類請求先

干161

本学会では，学会員で業績のある人に対し，一定

の手続きを経て標記の認定 「応用心理士」の資格認

定証を交付することにいたしました。この資格は，

個人や集団の心理学的指導に努力 している人びとの

社会的地位を承認するための一助として考え られた

ものです。

認定資格の基礎的条件として，本学会に入会後渦-

2年を経過し，現在会員である ことが必要です。さ

らに，応用心理学の専門職としての資質があると認

められた人に認定されます。(資格要件の詳細につい

ては r資格申請の手引き」をご参照ください。)

• 
認定 r応用心理士J の資格を得ょうとする人は，

応用心理士事務局へ，資格申請書類を請求してくだ

さい。この際， 500円の郵便為替または同額の切手を

同封してください。折り返し「申請の手引きJ と「申
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1.平成 7年度総会

恒例により ，大会委員長(高嶋正士教授)を議長

として選出し，以下の報告および審議 ・決定がなさ

れた。

<報告>

( 1 )事業報告

1 )会員異動状況について

2 )会費納入状況について

3 )公開シンポジウム開催について

4 )機関誌No.20の発行について

5)認定「応用心理士」事務局報告

( 2) 日本心理学諸学会関連絡会報告

( 3 )第61回大会会計報告

開催校，城西大学より報告された。

<審議>

(1)平成 6年度決算について

監査委員の馬場房子，田之内厚三両氏の監査を受

けた決算書が事務局より提出され，承認された。

( 2 )平成7年度予算案について

常任運営委員会，運営委員会において承認された

後，総会で承認された。

( 3 )名誉会員の推薦について

常任運営委員会において推薦がなされ，その後，

運営委員会ならびに総会において，次の先生の名誉

会員推挙が満場一致で決定された。

宮本昇先生

大村政男先生

恩田彰先生

高嶋正士先生

(4 )平成8年度(第63回)大会開催校は中京大学に

決定(大会委員長神作博教授)

( 5)第62回大会開催校 ・第63回大会開催校挨拶。

2.一般活動報告・事務諸報告

(1)第62回大会(平成7年9月8日・ 9日)共立女

子犬学において開催。盛会のうちに終了。

( 2) [j'応用心理学研究』第20号の印刷ができ，会員

および関係機関に送付した。

(3 )平成 7年度の公開シンポジウムの開催(平成7

年11月18日，於:日本女子大学)。テーマ 「心のコン

事務局だより

トローノレをめぐる諸問題J，企画 ・司会 恩田彰(東

洋大学)，話題提供 高橋哲也(文京区教育委員会嘱

託)，柴田出(柴田クリニック院長)，池本蒸(産経

新聞社論説委員)，岡野守也(サングラハ心理学研究

所主幹)

(4 )平成9年度(第64回大会)開催校は駒海大学に

決定(大会委員長 中村昭之教授)

3.第62回大会発表状況

個人発表・一一・・ ・…ー… ー104件

パネノレ ・ディスカッション 3件

公開シンポジウム ー…… … 1件

公開講演一 ー:一 …...・H ・... 1件

4.会員異動

新入会員別掲

退会者 別掲

5.寄贈文献別掲
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平成 6年度決算報告

収 入 支 出

項 目 実行額 予算額 項 目 実 行額 予 算額

繰 越 金 企91，040 企91，040 第61回大会補助費 500，000 500，000 

4コ5ズ、 費 4，546，000 4，521，500 シンポジウム費 205，150 200，000 

過年度分 342，000 211，500 印 局IJ 費 1，741，327 1，800，000 

(4，500* 76) (4，500* 4η 機 関 誌 1，731，327 1，600，000 

本年度分 4，194，000 4，260，000 そ 。コ 他 10，000 200，000 

(6，000 * 699) (6，000*710) 通 費 184，023 240，000 

賛助会 費 10，000 50，000 機 関 誌 89，467 80，000 

幸f~ 収 入 105，169 150，000 会員名簿 。 。
そ の 他 94，556 160，000 

機関誌編集費 85，418 140，000 

名簿作成積立金キ 300，000 300，000 

ミニ通信費 72，000 80，000 

さいころじすと費 43，143 80，000 

諸学会連絡会費 7，000 7，000 

デJて、 通 費 105，000 200，000 

事務局費 245，904 300，000 

アノレバイト費 861，400 680，000 

予 備 費 。 53，460 

次年度繰越金 209，764 。
Z口h 4，560，129 4，580，460 i口〉、 4，560，129 4，580，460 

※名簿作成積立金は平成4年度分の40万と 5年度分の30万及び 6年度分の30万を合計して100万となる。

以上の通り相違ありません。

平成7年 8月 4日

監査委員田之内厚 三 @

監査委員馬場房子@
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平成 7年度予算案

収 入 支 出

項 目 予 算 額 項 目 予 実i 額

繰 越 金 209，764 第62回大会補助費 500，000 

ヨZヌ〉、 費 4，430，000 シンポジウム費 200，000 

過 年度分 180，000 印 ' 周リ 費 1，700，000 

(6，000* 30) 機 関 託: 1，700，000 

そ の 他 。

本 年度 分 4，200，000 

(6，000*700) 通 費 190，000 

賛助会費 50，000 機 関 誌 90，000 

てー， 。コ 他 100，000 

「応用心理士」関係 2，650，000 機関誌編集費 100，000 

審 査 料 630，000 名簿作成積立金斗 300，000 

(10，000* 63) ミニ通信費 80，000 

雪I別月Eρ 定 料 1，800，000 さいころじすと費 100，000 

(30，000*.60) 諸学会問i面各会費 7，000 

「資格申請の手引 交 通 費 200，000 

き」広告掲載料 220，000 事務局 費 250，000 

アノレバイ ト費 864，000 

斜l 収 入 100，000 「応用心理士」関係 2，650，000 

予 備 費 248，764 

iEb3 民 言十 7，389，764 E口h 7，389，764 



日本応用心理学会第60回大会決算

l 収入

適 要

大会参加費

〔内訳〕予約分 5，000X156 

当日分

正 会 員 5，550x 33 

臨時会員 5，500x 16 

学生会員 1，000X 5 

後援団体 1，500X 44 

論文集代金

〔内訳〕予約分

個人 5，000 x 202 

機関 5，500x 0 

当日分

個人 5，500x 31 

機関 6，000x 1 

後日分

個人 5，500x 2 

機関 6，000x 6 

写真掲載料 500x 2 

懇親会費

〔内訳〕予約分 5，000 x 51 

当日分 6，000 x 26 

賛 助金 l口1万円

広告料・展示料

大会補助費(学会事務局より)

その他(寄付金)

ぷ口〉、

( 97) 

1993"F-9月11・ 12日

於鹿児島大学教育学部

金 額 仏首 考

1，120，500 

780，000 1:，誉会員，賛助会員，誠[i市，通訳

は|徐く

181，500 

88，000 

5，000 

66，000 

1，228，500 

1，010，000 

。

170，500 

6，000 

11，000 

30，000 

1，000 

411 ，000 

255，000 

156，000 

370，000 

1，375，000 

500， .000 

10，000 

5，015，000 
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2 支出

適 要 金 額 備 考

印刷費 1，928，261 
~ . ..噂司ー・ー・ーーーーーーーーーーー・ E・E ・・・・唾ーーー・・・・・・・・・・・・・・・・ーー-----ー---------------_.---ーーーー ー・・・ ---暢ーー ーーー・・・・ーーーー

〔内訳〕大会案内 ・封筒等 50，900 

原稿用紙 ・プログラム 736，000 

発表論文作成要項 14，000 

ポ ス タ ー 30，000 

領収証 ・参加者章 35，000 

スタッフ名札(リボン等) 30，641 

発表論文集 992，000 

その他(コピー代等) 39，720 

通信費 482，431 
'・・・・ー・ーー・ー・・・・・ーー ーーーーーー・・・・--ーーー・・ーーー・・・ー

〔内訳〕大会案内郵送費 67，824 

プログラム等郵送費 250，380 

ポスター等郵送費 16，450 

発表論文集郵送費 95，760 

その他(切手-TEL -FAX等) 52，017 パソコン通信 ・薬害含む

交通費 573，660 
・ー・・・・ー・・・・・・ーーー・ーー ーー・-----_ーー---------・ーー ・・・・ー_----・---・---ー----------------------・・ー，ー・ーー，ー"・・ー・・・ーーー司

〔内訳〕タクシ一代 63，660 

東京出張費(大会委員長) 390，000 

東京出張費(事務局長) 120，000 

人件費 577，200 学生弁当代を含む

文具 ・雑貨 89，003 

懇親会費 511 ，662 

会場費 ・設営費・備品レンタノレ料 171，284 看板代を含む

茶菓子代(喫煙 ・休憩室用) 33，512 

講演費 ・花代 ・シンポジウム費 287，506 

準備委員会 ・事務局会合費 193，432 

大会運営費 167，049 

ぷ口〉、 5，015，000 

会本来20号に掲載すべきを事務局手落ちにより本号に掲載いたします。 (20号には61回大会決算が掲載)



日本応用心理学会常任運営委員会議事録

1995年度第 3回 (1995年 7月)

日時 。1995年 7月21日(金) 18: 00~20 : 00 

場所。日本女子大学目白キャンパス第 3会議室

出席 者高嶋，大久保，大塚，大村，恩田，垣本，

神作，中村，長谷川，林，正閏，村井，斉藤

事務局 (高橋，久東，渡辺，荘村)

報告事項・

1 第62回大会準備状況(高嶋大会準備委員長)

プログラムを 7月27日に発送する予定である。

発表が110件， 参加申し込みが167名，懇親会申

し込みが43名である。

また，公開シンポジウム l件，一般シンポジウ

ム3件を予定している。

新聞社に連絡し，公開シンポジウムの案内の掲

載を依頼している。

大会 l日目の午前に運営委員会を開催する。

プログラムと一緒に 「応用心理士J の書類を同

封する予定である。

2.機関誌編集委員会より(垣本)

当初，機関誌は大会で配布の予定であったが，

査読ややりとりなどに時間がかかるため， 10月上

旬になりそうである。大会受付に，10月上旬発送

の掲示をする。

3.認定「応用心理史J 事務局よ り(大村)

7月14日(金) 18: 00~20 : 00に富士短期大学

にて，第 2回認定審査会を行った。名誉会員 8名

(通し番号 Sl， S2"') と一般会員14名(通し番

号 1，2. )全員を認定した。初めての認定のた

め，以上の認定者には，第62回大会で認定書を授

与するが，以降は郵送で発送する。

大会で応募受付の窓口を設置したい。次回は10

月上旬に審査会を開催する予定である。事務局の

名称、は，“認定 「応用心理士」事務局"である。

4.平成 7年度公開シンポジウム準備状況について

11月18日(土) 14 ・ 00~17 : 00日本女子大学に

て rマインドコントローノレの功罪J のテーマで開

催する予定である。教育，臨床活動，ビジネスあ

るいはマスコミ ，宗教の各視点からシンポジスト

を要請したい。 10月初旬の機関誌発送の際に案内

を同封したいので，それまでにシンポジストを決

定したい。シンポジス トは出来るだけ会員がよい
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が 1，2名は会員外でもよいのではないか。

5 諸学会関連絡会報告(高橋)

6月14日(水)筑波大学学校教育学部で開催さ

れ，本連絡会は23学会が加入していること，予算

の大部分は「サイコロジス卜 J の郵送料に充てら

れているとの会計報告があったこと rサイコロジ

ス トJ 33号のテーマの案などが協議されたとの報

告があった。

6 その他

シンポジウムのシンポジス卜に対する謝礼，テー

プ起こしなどを依頼した場合の費用などについて，

若干の質疑があった。

審議事項 。

l 平成 7年度予算案について(高橋)

平成 6年度の決算報告の後，平成 7年度の予算

案について，今後多くの申請者が予想される 「応

用心理士J 認定の収入をこの予算に入れること，

収入が増えれば機関誌を増刊するなどの提案がな

された。

しかし，第 1回の14名の認定者からの申請料な

どを平成 7年度予算に入れるかどうかの質問があ

り，まだ申請料のみ徴収済みで認定料は未徴収で

あることからも r応用心理士」関係の会計は，し

ばらく別会計にした方がよいのではないか r応用

心理士」関係の収入・支出は，同額を学会予算に

計上しておいたらどうかなど，いくつかの意見が

出されたに留まった。

2.新入会員審査

11名の申し込みがあり，全員が承認された。

3.次回常任運営委員会開催日

11月18日(土)のシンポジウムの後に，会場で

ある日本女子大学で開催されることになった。

4 その他

名誉会員の選出方法について，本委員会で推薦 ・

審議する，事務局で該当する方を名簿でリス トアッ

プし，本委員会で審議 した後に諾否を問い合わせ

る，総会で一般会員も審議に加えるべきであるな

ど，いくつかの意見が出された。

1995年度第 4回 (1995年11月)

日時 1995年11月18日(土) 17: 30~ 18 : 15 

場所 日本女子大学目白キャンパス 泉山館 2F

第 3会議室
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出席者:神作，稲毛，大島，大村J荻野，恩田，垣

本，越河，高嶋，長塚，中村，林，替藤

事務局(荘村，渡辺)

常任運営委員会を始めるに当たって，高嶋，神作

両氏より会長交替のこ、挨拶があった。その中で，高

嶋前会長からは大会発表論文集発送の報告と大会総

出席者数320名，公開シンポジウム参加者125名， 公

開講演参加者120名との報告があり，神作新会長から

は山本晴雄名誉会員が11月14日ご逝去されたことが

報告された。

報告事項:

l 機関誌編集委員会より(垣本)

機関誌20号が，1，30時間Ijり上がり，近く会員に

発送予定である。

次号に向けて，現在のところ 5編届いている。(男IJ

紙参照)

2 認定「応用心理士」事務局より

岡村委員が欠席のため，神作会長が代わりに，

名誉会員 2名，一般会員22名の申請があり全員承

認されたと報告した。

3.その他

事務局より， 10月下旬にミニ通信，シンポジウ

ムのお知らせ，名簿用の返信はがきを会員に送付

した。

審議事項-

l 諸学会関連絡会より会費について

諸学会間連絡会において，会費が従来7，000円で

あったが，10，000円に変更したいとの議題が出て

おり， 12月6日の諸学会開連絡会に学会の返事を

することになっている。審議の結果，承諾された。

2.新入会員審査

12名の申込者について審査の結果，全員承認さ

れたが，この 4名は岡村委員の印が必要のため，

後日岡村委員に連絡することとなった。

3.その他

・12月17日国立教育会館に於いて開催される， 日

本カウンセリング学会主催の公開シンポジウム

の案内が配布された。(林委員)

・大村委員より，研究奨励賞の設定について提案

された。審議の結果，大村，中村，林の 3委員

で奨励賞基礎委員会(仮)を作り，次固までに

素案を作成することとなった。

-大村委員より，この度名誉会員にさせていただ

いたのを機会に，認定審査委員長を辞任したい

との申し出があった。互選制であるため認定審

査委員会で検討することとなった。

4.次回常任運営委員会開催日

平成 8年 1月19日(金)

1995年度第 5回 (1996年 1月)

日 時 :1996年 1月19日(金) 18: 15~ 19 : 35 

場所 日本女子大学目白キャンパス 泉山館 2F

第 3会議室

出席者神作，稲毛，大久保，大塚，大村，岡村，

荻野，恩田，垣本，越河， 高嶋，回中，中

村， 長谷川， 林， フ斉藤

事務局 (高橋，荘村，渡辺)

報告事項

l.諸学会関連絡会について(荻野)

12月6日に連絡会が関かれ，会費を7，000円から

10，000円に変更することが決議された。

また rさいころじすと J 34号の発行に関して，

本学会が編集責任をとることとなり，前回と同じ

テーマ「大災害と心理学一対策一」 で取り組むこ

とが承認された。事務局より各学会に投稿依頼を

送付したところ，現在8学会より返信がきている。

2 認定 「応用心理士」事務局より(岡村)

. 10月18日の認定審査委員会に於いて，名誉会員

2名， 一般会員30名について審査の結果，保留

l名を除き全員認定された。保留の人には実績

を示すものを送るよう問い合わせ中である。

今までに名誉会員10名， 一般会員43名が認定さ

れた。

-次回審査委員会は l月30日を予定している。

-総会以前の名誉会員に関しては，特例で今後も

受け付ける。

・前回の常任運営委員会で提案のあった議題 「名

誉会員になられた方は認定委員をおりではどう

か」について討議した結果，常任運営委員の任

期中に名誉会員になられた方は常任運営委員の

問は継続してお願いすることとなった。

-認定「応用心理士」の応募方法を機関誌，大会

通信に入れたらどうかとの意見が出された。

3.その他

①第62回大会報告及び決算中間報告(別紙参照)

(高嶋前会長)



大会参加者

正会員・ 0 ・・・・・・・・・…....... …..... 237名

臨時会員 ••••• … 11名

学生会員

賛助会員

シンポジスト・講演者(非会員)

共立女子学園教職員 ・学生 ー

招待者

28名

. 12名

14名

約40名

8名

公開シンポジウム・講演一般参加者 約50名

懇親会参加者...... ー 86名
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②機関誌21号に関して，現在 6繍の投稿がある。

③第63回大会の準備状況について(神作会長)

若い人に参加してもらえるよ うに方法を考えた

い。 2月中に第 l号通信を， 8月上旬にプログ

ラムを発送する予定。

シンポジウムのテーマとして， 看護，交通など

があがっている。

審議事項

l.学会賞運用委員会について

大半l委員が作成した学会賞選考規定 (案)をも

とに検討し，特に選考メンバー，副賞の問題につ

いて意見が交わされた。次固までに第 2案を作る。

(別紙参照)

2.平成 8年度公開シンポジウムについて

高橋事務局長より，理論的 ・基礎的なテーマと

して「殺の発達について」が提案された。次固ま

た継続審議する。

3.新入会員審査

9名の申込者について審査の結果 7名承認さ

れ， 2~，保留となった。保留分は勤務先を確認の

上，次回審議する。

4 次回常任運営委員会開催日

平成 8年 2月23日(金)

5.その他

なし

1995年度第 6回 (1996年 2月)

日時 1996年 2月23日(金) 18 ・ 15~20 : 20 

場所・日本女子大学 目白キャンパス泉山館 2F

第 3会議室

出席者神作，大久保，大塚，岡村，恩田，荻野，

垣本，越前，高嶋，中村，長谷川，林，村

井， 努藤

事務局 (高橋，久東，渡辺，荘村)

報告事項ー

l 第63回大会準備状況について(神作)
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第 l号通信は予定より遅れて 3月中旬に発送の

予定。

2 機関誌編集委員会より(垣本)

-機関誌21号に関して，原稿は現在10編集まった。

査読で落ちるのがあるかもしれないが，も う締

切らざるをえないと思う。本日の編集委員会で

査読者を決めた。来週依頼するのでよろしくお

願いする。

・髭は20号よ り厚めになりそうである。

-この締切り具合なら来年は年 2号の可能性もあ

る。出来れば，年に 2号発行した方が投稿もふ

えるかもしれない。締切り直後から一年まって

もらう原稿もあるこ とを思うと，その方が望ま

しいとも思う 。

3 認定 「応用心理士」事務局より (1河村)

. 1月30日の第 4回認定審査委員会において審査

の結果，申請者 7名全員が認定された。

今年度は今回で締切り， 一般会計50名，名誉会

員10名の計60名が認定されたことになる。前回

報告の l名の保留者は，現在も病気療養中で再

度保留である。

・認定 「応用心理士」にスタートから関与された

駒崎勉先生に特別に差 し上げたらど うかという

意見が出され，審議の結果，番号は一般会員と

も名誉会員とも違う， Hの l番というかたちで

出すと決定された。

・決算とまでいかないが，収支の見込みがたって

きた。申請料51万円(保留 l万円を含む)，認定

料150万円，広告料22万円，寄付 l万円で計224

万円入金。支出は，手引き作成，事務用品，郵

送料他で110万円ちょうどと， 事務局運営費，会

議費，交通費他で40万円となり，見込み80万円

程度が利益として本部へ出そ うである。今後は，

年間40-50件の見込みで年間100万円の利益を見

込んでいる。

4.その他

事務局からのお知らせ(高橋)

-議事録(第 3回一第 5回)を本日配布した。

・日本顔学会シンポジウム 「顔」の企画協賛の依
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頼がきて例年通りひきうけたことが報告され了

承された。 (回覧)

審議事項

l. 認定 「応用心理士」事務局より(岡村)

-会員でなく心理士を希望して問い合わせてきた

上での入会希望者の紹介者欄について。

一今まで通りに，委員会で慎重に審査すれば良

いと決定された。

-会議の交通費と食事費一認、定心理士委員会と常

任運営委員会委員会の整合性がないこと ーにつ

いて。

一整合性はなくてもいいのではないか。それよ

り学会がどういう方向をもって進んでいくつも

りなのかという将来像とかねあいも含めた上で

の提案をほしい。など意見がだされた。

2 学会賞運用委員会について (中村)

l月30日の認定審査委員会で審議され，大村委

員によって作成された 「日本応用心理学会学会

賞選考規定(案)J を元に活発に討議され次回継

続審議と決定された。

3.平成 8年度公開シンポジウムについて

前回，高橋事務局長より提案されたテーマ「父

親の発達について」が決定された。

4.新入会員審査について

事rr規申込者6名と前回保留者 2名について審議

され新規6名は承認 2名については引き続き

保留と決定された。

また，大卒を最低限にしたらどうかという問題

が再度だされ，学会の基本的な考え方をもう少

し整理したほうがよいと思うという意見もださ

れた。

5.次期開催日

3月22日(金) 18時~

6.その他

なし

1995年度第 7回 (1996年 3月)

日時ー 1996年3月22日(金) 18 : 00~20 ・ 00

場所.日本女子大学目白キャンパス第 3会議室

出席者 '神作，稲毛，大久保，大島，大塚，恩田，

荻野，越河，中村，林，村井

事務局(高橋，久東，渡辺，大村)

報告事項

l.第63回大会準備状況(神作大会準備委員長)

1号通信の発送が遅れていたが，昨日ほぼ発送

済みである。開催するイベン卜について交渉中で，

できれば大学の特色を出した企画をお届けしたい。

会場は，大学内でできるよう，交渉中である。

2.機関誌編集委員会より(高橋事務局長が代理)

資料参考

欠席の垣本編集委員長より届いた faxがあり，

代読された。

越河委員より，名誉会員に投稿依頼することに

なった。

3.諸学会関連絡会より(荻野委員)

3月6日に会議があり，各学会の今後のあり方，

日本心理学会とその他の心理学会との関係，学会

の法人化などが議論され，今後も検討を続けてい

くとの報告があった。

さらに波及して，本学会の態度や特色，方向性

が問われること，国際的対応，会員が何を望んで

いるか，会長の任期が l年でよいか，などをいず

れきちんと議論しなければならないことが確認さ

れた。

連絡会自体のあり方も，単なる連絡組織である

ということから各学会のあり方まで議論する場で

あるといった幅広い捉え方ができ，各個人や各学

会で意見統ーがない。

日本催眠学会が幹事であったが，任期満了に伴

い，日本基礎心理学会に代わったので，そこで引

き続き議論することを期待する。

4.認定「応用心理士」事務局より

欠席の大村委員の案の faxが，回覧された。

5.その他

日本神経回路学会第 7回大会，第12回ファジィ

システムシンポジウムの協賛依頼に応じると報告

された。

審議事項・

l.学会賞について(中村委員)

先回本委員会で提案されたが，委員長を大村委

員，委員を中村委員，林委員で検討している。 別

紙の規定案を読み上げ，修正・変更 ・追加部分が

検討された。

・年齢制限を設けるか ・候補者について，第一

次選考はなくし，推薦形式にして被推薦人は学会

員全員，推薦人は運営委員及び名誉会員とする，



その後第二次選考にする・“ 2名連記"を“2名

以内"にするか“ 2名独立"にするか・人ではな

く業績に与える ・推薦の段階では複数の業績では

なくある業績 1点を対象にし，第二次選考で他の

業績も問うか・奨励賞も設けてはどうか。設ける

とすると若い人がよいが，年齢制限を設けるか，

業績を対象とするので一概に年齢で区切れないの

ではないか・ 1年のうち，いつ実施するか，大会

後機関誌が出てからにするか・ 1年に l回実施す

るか ・細則の必要性・最初は学会賞 I本にするか ・

賞の決定を投票にするか否か，などが話し合われ

た。

この賞を設ける目的も含め，さらに検討を進め

ていく必要がある。

2.認定「応用心理士」事務運営について

大村委員よりのfaxにより，現状の事務運営は，

岡村委員の犠牲の上に成り立っているので，アノレ

バイトを雇用するなどして対応したらどうか。会

計は，本学会事務局と整合性を取りつつ，認定 「応

用心理士」 事務局で賄う。 岡村委員に予算書を提

出していただいてはいかがか。

3.新入会員審査

先回保留の 2名の内 1名が承認された。本学

会の性格上，入会基準の判断があいまいになりが

ちなので，今後委員会を設置するなど検討すべき

である。

4目次回常任運営委員会開催日について

4月19日か26日を予定している。

5.その他

荻野委員より，本学会のあり方を考えるべきと

の指摘があり， ・次回本委員会までに考え，討論

すべきである ・本学会の方が日本心理学会より歴

史があるので中心的な存在になるべきである ・雨

後の竹の子状態の学会林立を， 日本心理学会を中

心に合理化したらどうか ・複数の学会に入会した

場合の会費の割引を検討したらどうか ・名簿元帳

の作成 ・歴史的展開に沿った討議をする・会長の

任期ゃあり方・分化が進み，まとまりが惑い，な

どの意見や検討課題が提出された。

1996年度第 1回 (1996年 4月)

日時 1996年 4月19日(金) 18 : 15~20 : 05 

場所.日本女子大学 目白キャンパス泉山館 2F
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第 3会議室

出席者.神作，稲毛，大久保，大島，大塚，恩田，

荻野，垣本，高嶋，田中， 長塚，中村，長

谷川，林，平野，正田，村井 "斉藤

事務局 (高矯，荘村)

報告事項

1 第63回大会準備状況について (神作)

-第 1号通信を先月発送。すでに返事が戻りつつ

ある。参加申込状況17名，内 l名は発表申込者

である。

・シンポジウムは田中先生を中心に考l長、中で，テー

マとして，ひとつには地域との結びつきという

ことで，児童虐待防止法，スクーノレカウンセラー

などを，もうひとつには交通関係を考えている。

2.機関誌編集委員会より(別紙参照) (垣本)

-機関誌21号について，現在10編の原稿を預かっ

ている。内訳は原著希望 8編，資料 2編。一応

ここまでで締切としたい。現在，査読を頼んで

ある。

-また 7年度のシンポジウム「心のコントロー

ノレをめぐる諸問題」の原稿もすでに預かってい

る。

-これらの原稿以外に，ここで，本学会を考える

ということで特別寄稿を募集したいロ本学会の

これからの展望，本学会のエイリアとは，など

を考えた原稿をお願いしたい。

3 認定 「応用'L理士J 事務局よ り(岡村欠席， 高

橋代理)

. 4月の認定審査委員会は該当者なしで休会。

4.その他

事務局からのお知らせ (高橋)

. 1996年度版会員名簿について一現在 2校目を校

正中。 5月10日に出来上がる予定。現在作成中

の学術会議申請書類に添付の必要があり，出来

上がりを 5月初めにあわせた。

審議事項:

l 学会賞規定案について (別紙参照) (中村)

-先回よりしぼられた規定案をもとに，当該年度

について，奨励賞の意味を大事にするのか，権

威ある学会賞とするのか，推薦方法について，

副賞についてなど，活発に論議され，継続審議

とされた。

2.学会史誌作成について(林)
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-資料が今，どんどん散逸の方向にある。これを

防ぐために 1月に提案した当学会史誌をまと

めたい。

-原案作成の為の委員を決めて，案を本委員会に

だしてもらうことと決まる。委員は中村，大村，

林(島田)の各氏と決まる。

3.認定「応用心理士」関係平成 7年度決算 ・8年

度予算案について

-次回，事務局決算 ・予算と一緒に審議する。

4 第65回大会主催校 ・機関について

. 9月の大会までには決まっている必要があるの

で，そろそろ推薦，立候補を持つ。 一応，地方

になる年である。

-京都の龍谷大学にきいてみる。(高嶋)

5.運営委員の改選について

-今年度が改選の年にあたる。

6 名誉会員の推薦について

・運営委員と併せて次固までに推薦を持つ。

-名誉会員は，著名でも本学会に対して功労がな

いと資格がない。また，去年度は，その年の12

月までに70才になる方を含めたが，そのまま踏

襲してよいか。 一了承，そのまま暦年に決定。

7 新入会員審査について

新規申込者10名について審査され，10名全員が

承認された。

8.次期開催日について

5月31日(金) 18時~

9 その他

なし

1996年度第 2回 (1996年 5月)

日時 。1996年5月31日 (金) 18: 1O~20 : 20 

場 所 日本女子大学目白キャンパス図書館会議室

出席者。神作，稲毛，大久保，大塚，岡村，荻野，

垣本，島田，高l鳴，田中，中村， 長谷川，

林，替藤

事務局 (高橋，荘村，渡辺)

報告事項

1.第63回大会準備状況について(神作会長)

5月31日現在で発表申込が54件きている。

イベントとしては，公開講演 ・問中委員企画の

シンポジウム ・高11鳴委員企画のシンポジウムを予

定している。田中委員企画のシンポジウムは<地

域援助のカウンセリング>をテーマとして，ゴミ

処理・児童虐待防止 ・スクールカウンセラーの実

践等を話し合い， トータノレとして未来の応用心理

学の展望が見えてくるようにと考えている。

2.機関誌編集委員会より(垣本)

現在の査読状況は，原著希望 8編のうち完成し

たのは l編のみで，査読が終了していないもの，

修正が必要なものがある。資料 2編についても検

討が必要なものがあり，査読の結果を持って次の

段階に進む予定である。

3 認定「応用心理士J 事務局より(岡村)

. 5月15日に認定審査委員会が関かれ，申請者 2

名について審査した結果，全員合格した。合格

者は昨年と併せて63名となる。

なお，会員への広報活動と して手続の方法・認

定証の見本などを印刷物にして 6月中頃送付

する予定である 0

・審査委員の交通費 ・食事代について委員会で検

討した結果，交通費は 1回につき3，000円，食事

代は全額を会より支出することを決定した。ま

た常任運営委員会の食事代も「応用心理士」の

収益から支出することを提案したい。

「応用心理士」のニューズレターを発行する計

画で，林委員が担当して下さる。B4版 4頁とし，

大村委員長 ・神作会長の挨拶，資格取得者の活

用についての話などを内容とする予定である。

4 その他

事務局より(高橋)

① 5月22日，本学会を第17期日本学術会議学術研

究団体に登録申請した。

②本学会が担当 した「さいころじすと J 34号が出

来上がった。

③1996年度会員名簿が刷り上がり，エラーの点検

後会員に送付する。

審議事項

1.学会貨について

学会賞検討委員会作成の規定案(別紙)をもと

に審議し，学会賞と奨励賞の基準の作成，年齢制

限の有無，第二条の期間に関する表現，記念品を

楯にする案などが提議され，次固までに最終案を

作成することとなった。

2.学会史誌について(中村)

学会史誌準備委員会より学会史誌の刊行につい



ての提案(別紙)があり，刊行の方針に決定した。

頒布方法 ・頁数 ・部数等の細部については継続審

議する。

3.平成7年度決算報告について(高橋 ・岡村)(別

紙参照)

認定 「応用'L理士J 関係の決算も報告された。

新たに残高から学会賞積立金 ・学会史誌積立金

の設定が提案された。

次固までに正案を作成する。

4.平成8年度予算案について(高橋 ・岡村) (別紙

参照)

予備費の活用について検討された。

認定 「応用心理士」関係の予算案のなかで，今

後 「応用心理士J 資格取得者の名簿を作成してア

ピーノレしたいとの提案があった。

5 第65回大会主催校・機関について

高嶋委員が龍谷大学に問い合わせした結果，前

向きに検討との返事を得ている。

6.名誉会員の推薦について

次回の常任運営委員会で適当な人を推薦するこ

とにした。

7.運営委員の補充について

まず現運営委員に継続の意向を問い合わせ，不

足の時は補充する ことになる。その場合，女性 ・

若手を率先して推薦しようとの提案があった。

一方，70歳を過ぎたら運営委員を辞退して頂い

たらとの意見が出たので，次回審議となったロ

8.新入会員審査

28名の申請があり，審査の結果全員が承認され

た。

9.次回常任運営委員会開催日

平成8年 7月12日(金)

10 その他

なし

1996年度第 3回 (1996年7月)

日時・ 1996年7月12日(金) 18 : 15~20 : 30 

場所 .日本女子大学目白キャ ンパス第 3会議室

出席者:神作，稲毛，大久保，大島，大塚，岡村，

恩田，荻野，垣本，越河，高l嶋，中村，林，

村井，替藤

事務局 (高橋，久東，渡辺，荘村)

報告事項:
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l 第63回大会準備状況について (神作大会準備委

員長)

連名者を含め，約160名の参加を予定している。

第 l日目の公開講座は r中京大学公開高座J の

名目で 「日本応用心理学会」協賛という形態で実

施することを承認いただきたい。「鉄道車両の設計

とデザインJ のテーマで、行うことを検討中である。

第 2日目の講演は，河合 悟先生(中京大学)

に 「応用心理学の大切なもう 一つの分野」のテー

マで依頼している。

2 機関誌編集委員会より(垣本委員)

投稿論文は，10編で，内 4編は完成している。

残 りのもので，査読の返事が返ってきていないも

のが数編ある。

8月末に原稿をそろえ印刷を依頼する予定であ

る。発行については，大会で配布するのは無理な

ようであるので，昨年度と同様， 10月上旬頃にな

る。

7月中に一度，編集会議を開催したいと考える。

今後，予算的に可能であれば年 2回の発行を次

期編集委員会 (10月以降)で検討していただきた

し、。

機関誌に認定「応用心理士」 の名簿を掲載して

ほしいとの要望があった。 8月末までに名簿が準

備されれば，掲載可能である。

3.認定 「応用心理士J 事務局より(岡本委員)

現在，3名の申請がある。

また，申請のお知らせを会員に送付したところ，

12名から申請用紙送付の依頼があった。

現在申請が出されている分については， 委員会

で承認いただき 9月の総会で報告したい。

反応がまだ少ないので，今後， 学会誌に名簿を

乗せるなどのPRをし，本委員会でまだ申請をして

いないメンバーが率先 して申請してほ しい。

4.その他

①事務局移転について

高橋事務局長より，来年 (1997年)3月をもっ

て， 日本女子大学から，本委員会の林委員，荻

野委員の所属する白梅女子短期大学に事務局を

移転する旨，報告された。荻野委員より，お引

き受けするが，大学の所在地が不便なため，本

委員会の会場と して 日本大学，駒海大学などに

協力願いたいとの申し出があった。
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②今年度公開シンポジウムについて

「父親の発達J (仮題)を予定している。日時

は1997年 1月25日(土)14: OO~ 16 : 30で，会

場は日本大学，現在，演者として柏木先生のみ

決定している。司会は高嶋委員にお願いしたい。

特に，キャリアの発達，親としての発達に焦点

を当ててはどうかと考えている。

③高橋事務局長より，国際応用言語学会世界大会

(1996/8/2-6 )の協賛を引き受けた旨報告さ

れた。

審議事項

1.学会賞について(林委員)

規定案(男IJ紙資料)を読み上げた上，変更点が

確認された。

-学会賞2名，奨励賞 2名でもよいか・受賞の対

象に関する規定(第三条)の各項目に，実践的

活動，基礎研究，学会発表なども含めてはどう

か・学会賞は名誉的なもの，奨励賞は将来に期

待し年齢的に若いものを対象にするとの区別が

あるが，特に年齢制限は設けない・最初から規

則で縛るのではなく，本委員会と選考委員会

( 4 名)でよく協議しながら 2~3 年ぐらいの

見通しで細則などを決定すればよい・学会賞と

奨励賞の規定を別にする・メディアに乗った他

薦のような場合，記録など形に残ったものを対

象にする・選考委員の任期は 2年とし，学会賞，

奨励賞を兼ね，留任を妨げない。その旨規定に

記載する・細則は最初は両賞とも一本化するが，

将来は分ける・スケジュールとして，本委員会

は規定を決定するまで(次委員会まで)で，そ

の後は選考委員会に引き継ぎ，次年度 (1997年

度)大会から実施する方向でいかがか・大会で

アナウンス，審議し，機関誌掲載を事務局で処

理する，などが話し合われた。

2.学会史刊行について(越河委員)

学会史刊行案(別紙資料)が読み上げられた。

11月に編集委員会が開かれ，刊行は1998年度の

予定である。

-作業に慣れた方々，本学会の歴史に詳しい方々

が携わった方がよいのではないか・金子書房な

どの出版社に委託してはどうか ・刊行のための

予算は，来年度以降は各年80万円計上する予定

であるが，非売品にしてはとうか・刊行形態は，

単行本にするか機関誌の別冊にするかなどが考

えられるが，機関誌別冊にした方がよいのでは

ないか，などの意見が出されたが，次回の本委

員会で引き続き討議する。

3.平成 7年度決算・ 8年度予算案について

8年度予算案について・学会史編纂の計画があ

り，基金枠を設けたらどうか・学会史刊行に関し

ては，英文誌刊行に対する経常の学会誌補助金，

個人対象の出版補助金などの公の助成が受けられ

るのではないか検討の余地があるが，いずれも会

計報告の方法をきちんとすべきである・予算は現

状の案で認め，決算で補正してはどうか・機関誌

関連の費用を多くし，予備費から500，000円移行す

べきである・事務局移転費用は費目を立てず，後

ほど修正する，などが話し合われた。

4 第65回大会主催校 ・機関について(高嶋委員)

第64回 (1997年度)は駒湾大学に決定している

が，第65回大会 (1998年度)は京都 ・龍谷大学に

依頼してはどうかについて審議され，承認された。

5.運営委員の補充について(高橋事務局長)

57名中， 49名については次期運営委員留任の承

諾を得ている。 4名は70歳以上で，補充は 4名前

後になる。 4名候補が挙がった。

富士短期大学 浮谷秀一氏(岡村委員推薦)

科学警察研究所足立浩平氏(大塚委員推薦)

科学警察研究所高沢則美氏(大塚委員推薦)

駒津大学 谷内泰富氏(中村委員推薦)

大島委員より，看護関係で教職にある方が入ら

れてはどうかという意見があった。

事務局で他の候補者も当たり，次回以降の本委

員会で決定する。

学会にも全く参加せず，会費も長期滞納したま

ま引き受けている 2名については会費を督促する。

会計監査は運営委員には入れない。現在会計監

査の馬場房子氏(亜細亜大学)が常任運営委員に

推薦されたため，会計監査を l名交代する。大久

保委員推薦の玉井寛氏が承認された。

6.名誉会員の推薦について

該当者はないようであるが，事務局で責任を持っ

て名簿などで探してはどうかということで承認さ

れた。

7.新入会員審査

12名全員が審査の上，新入会員と して承認された。



8.次期開催日について

11月頃を予定したいが，大会の時に高橋事務局

長，中村委員で決定する。

9ーその他

大会プログラムは 8月上旬に刷り上がって発送

される予定である。(神作大会準備委員長より)

会員異動

新入会員 (1995.4月-1996.3月)

(氏名，①現住所， ②所属)

持永豊孝

①干849佐賀県佐賀市日の出 1-18-35-12

② 

布施淳 子

①干990山形県山形市三日町 1-3-25

②山形大学医学部看護学科助手

佐野 道

①〒155東京都世田谷区代田 5-23-2

②日本大学大学院在学

今留 忍、

①干277千葉県柏市南柏 1-3-5-408

②日本医科大学看護専門学校 教務主任

岡村美 奈

①干108東京都港区白金 3丁目 7-3-103

②早稲田大学学生相談センター 専門相談員

山口康 弘

①干010秋田県秋田市高陽幸町 4-2よしみ103

②秋田県警察本部刑事部鑑識課研究員

木 場冨喜

①〒895-11鹿児島県薩摩郡東郷町宍野 326-2

②鹿児島純心女子大学看護学部教授

東海林靖子

①干上海市中山北路 3663号

華東師範大学国際交流中心 1312号

②上海市華東師範大学研究生

曽根原純子

①干390-03長野県松本市大村 324-6

②信州大学医療技術短期大学部看護学科助手

仁平義 明

①干982宮城県仙台市太白区三神峯1丁目 3-4-401

②東北大学文学部心理学科教授

黒田 緑

①干229神奈川県相模原市閏奈 1131-4

②北里大学看護学科 助手

井上 美香

①干485愛知県小牧市春日寺二丁目346

②中京大学大学院研究生

草薙和美

①干133東京都江戸川区篠崎町 1-98
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②東邦大学医学部心理学研究室 非常勤研究員

大森智美

①干400山梨県甲府市千塚 ト3-8-203

②山梨県立看護短期大学 助手

沖 寿子

①干840-01佐賀県佐賀市八戸港 3-10-525

G佐賀医科大学医学部看護学科助教授

吉田秀子

①干355埼玉県東松山市桜山台 15-7

②J心理書簡法研究会

鉄村和恵、

①干663兵庫県西宮市門前町 10-25-422

②関西学院大学大学院教育心理学教室 在学

都築道子

①干069北海道江別市大麻園IUT7-7

②北星学園大学研究生

菊 池 清 勝

①干156東京都世田谷区赤堤 4-3-14

②立正大学教授

北川 公路

①干249神奈川県逗子市桜 9-2-2-202

②駒沢大学大学院人文科学研究科心理学専攻

博士後期課程在学

玉内裕美

①干229神奈川県相模原市淵野辺 2-28-18

ハイツラサ ・サヤン 306

②北里大学看護学部 専任講師

岩槻| 桂子

①干223神奈川県横浜市港北区日吉 6-9-11

②横浜市旭保健所 医療ソーシヤルワーカー

小滝慶一

①干177東京都練馬区関町北 4-14-11

~航空自衛隊航空安全管理隊 防衛庁技官

桑田 繁

①干710-13岡山県吉備郡真備町服部 921

②作陽音楽大学専任講師

和田美和子
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①干350埼玉県川越市西小仙波町 2-22-1-404

②城西大学女子短期大学部助手

森ひとみ

①干213神奈川県川崎市高津区二子 103

リプラン越水 102

②駒沢大学大学院人文科学研究科

修士課程在学

五井朱実

①干182東京都調布市布田 2-30-5-303

② 日本大学大学院文学研究科心理学専攻

博士前期課程在学

野瀬 出

①干182東京都調布市調布ケ丘 2-37-1

グリーンヒノレズ 206

② 日本大学大学院文学研究科心理学専攻

博士前期課程在学

小野和美

①干710岡山県倉敷市宮前67-15

メゾンインエフ 101

②川崎医療福祉大学医療福祉学部

保健看護学科助手

坂崎 タ

①干216神奈川県川崎市宮前区有馬 8-12-2

②駒沢大学人文科学研究科心理学専攻

修士課程在学

藤田悟郎

①干247神奈川県横浜市栄区小菅ヶ谷 1-5-6-202

②警察庁科学警察研究所研究員

秋山真奈美

①干242神奈川県大和市西鶴間 2-26-5-545

② 日本大学大学院文学研究科心理学専攻

博士前期課程在学

市川 和子

①干112東京都文京区千石 1-8-27-203

②幸子視庁科学瞥察研究所 研究員

服部綾子

①干154東京都世田谷区世田谷 1-23-16

② 日本大学大学院文学研究科心理学専攻在学

吉村佐紀恵

①干630奈良県奈良市南京終町 1丁目 80-3

②刷元興寺文化財研究所研究員

桜井三与

春日荘苑E-2

①干336埼玉県浦和市大東 3-28-10

②(州東京サニー

定 金 浩 一

①干661兵庫県尼崎市武庫元町 1丁目 14-22

②兵庫教育大学学校教育大学院生

宮本佳明

①干270千葉県松戸市大金平 2丁目 116

職員住宅 502

②三菱総合研究所福岡県派遣研修生

中田法子

①干247神奈川県横浜市栄区犬山町.62-10 

②若葉台地区センター講師

梶 原 隆 之

①干346矯玉県久喜市西 187-5-308

②平和学院衛生福祉専門学校

辻谷 賓

①干552大阪府大阪市港区波除 5-7-17

② 

菊 地 徳 省

①干901-11 沖縄県島尻郡南風原町大名 156

②ホノノレノレ大学オ リエン ト校 教授

石井康弘

①干709-12岡山県児島郡灘崎町大字彦崎3102-15

②倉敷翠松高等学校教諭

上原シゲ子

①干903沖縄県那覇市首里烏堀町 5-54-3

②ホノルノレ大学オリエン ト校 講師

飯田穎男

①〒248神奈川県鎌倉市小町 2-20-23

② 

大間々 砂智子

①干192-01 東京都八王子市西寺方町 1006-72

②共立女子大学学生相談室職員

回 中 道 弘

①干310茨城県水戸市松ケ丘 1-1-43

コーポ大関 B-5

②常磐大学大学院人間科学研究科修士課程 在学

福原浩二

①干279千葉県浦安市北栄 1-1-11

アパ UR内 Pitm 103 

②エノレヴ工学院厚木校 講師

伊藤 一郎

①干862-熊本県熊本市湖東 1丁目 4-4-104
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②熊本家庭裁判所 家庭調査官

鈎 治統

①干193東京都八王子市楢原町 1390-17

②創価大学教育学部助教授

兼久 満

①干901-03沖縄県糸満市真栄里 2019

徳元 APA-205 

②糸満111青明病院心理士

保坂祭之介

①干236神奈川県横浜市金沢区並木 2-6-9-301

②(株)創工代表取締役

土谷 望

①干247神奈川県鎌倉市梶原 5-2A4-403 

②パンネーションズ ・コンサノレテイ ング(株)

非常勤講師

名張淑子

①干516三重県伊勢市岡本 1-4-11

~('伺マナクリ エイ ト 伊勢分室 ディレクター

堀 洋元

①干350-11埼玉県川越市霞が関北 6-22-9

② 日本大学大学院文学研究科博士前期課程 在学

消水実重

①干062北海道札幌市豊平区中の島l条5丁 目1-5

合同宿舎414-31

②北海道大学医療技術短期大学部看謎学科 助手

福井博一

①〒187東京都小平市鈴木町 1-422-7

ノ、イツ 問中 202

②早稲田大学大学院文学研究科博士後期課程在学

岡村 芳郎

①干215神奈川県川崎市麻生区高石 2-46-7

② 日本電子専門学校講師

遠藤美千代

①干955-01新潟県南蒲原郡下田村原 1441-8

②ホノノレル大学オリエント

新潟応用心理学教室講師

戸沼文子

①干062北海道札幌市豊平区美悶 9条 2丁目 10-2

②ホノノレノレ大学オリエント

応用心理学北海道教室 室長

退会者 (前号掲載以降)

安藤公一，橋本 治，蛭川 栄，盤江清志，

(109) 

井田博子，飯野容子，梶原 豊， 川中なほ子，

木津川家久，幸田るみ子，丸山 康則， 三好隆史，

永田勝彦，難波精一郎，仁ノ平幹夫，仁科 義数，

新田 茂，篠原英欝，竹内 芳夫，豊口隆太郎，

j度辺 篤朗，山線はるみ

逝去 (前号掲載以降)

謹んでご冥福をお祈り致 します

遠藤辰雄，金平文二，重永幸男，鈴木 信，

鈴木正弥，太城藤吉，山本晴雄

寄贈文献

学会事務局に以下の雑誌類 ・著書(平成 8年 7月

まで)が寄贈されていますのでご利用下さい。

一定期刊行物一

母子保健情報(恩賜財団母子愛育会) 1995第32号，

第 33号

CODER NEWS LETTER (発達科学教育センター)

1995 Vol. 35 

電気通信普及財団研究調査報告書 (電気通信普及財

団) 1996 No. 10 

学術情報セ ンタ一紀要 (学術情報センター)1995第

7号， 1996第 8号

学生相談室紀要(慶熔義塾大学学生総合センター学

生相談室) 1995第 25号

ファジイシステムシンポジウム講演論文集 1996

第 12回

発達障害研究所年報(愛知県心身障害者コロニ一発

達障害研究所) 1994第 23号

放送研究と調査 (NHK放送文化研究所) 19958， 9， 

10， 11， 12， 1996 1， 2， 3， 4， 5， 6， 7 

Intemational Association of Traffic and Safety 

Sciences (国際交通安全学会) 1995 Vol. 21 Nos.l， 

2， 3， 1996 Vol. 22 No. 1 

児童教育研究(安岡女子大学児童教育学会) 1996第

5号

人事試験研究 (日本人事試験研究センター) 1995 Nos 

156， 157， 1996 Nos. 158， 159 

上智大学心理学年報(上智大学心理学科) 1996第20

巻

科学警察研究所報告一防犯少年編ー (科学響察研究

所)1995第 36巻， 1号， 2号
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(110) 

科学警察研究所報告 交通編 (科学響察研究所)

1995第 36巻， 2号， 1995第 37巻 l号

関係学研究(関係学研究編集委員会)1995第23巻，

I号

慶磨、義塾大学大学院社会学研究科紀要(慶慮義塾大

学大学院社会学研究科) 1995第 41号，第 42号

研究紀要(鹿児島女子大学)1995第 17巻第 1号，

1996第 17巻第 2号

研究紀要(国立身体障害者リハビリテーションセン

ター) 1994第 15号， 1995第 16号

健康心理学研究(日本健康心理学会)1994 Vol. 7No. 2， 

1995 Vol. 8 Nos. 1 ，2 

化粧文化(ポーラ文化研究所) 1995 NO.33 

基礎心理学研究(日本基礎心理学会)1995第 14巻

第 1号， 1996第 14巻第 2号

こども家庭福祉情報(恩賜財団母子愛育会日本総合

愛育研究所)1995 Vol. 10， 1996 Vol. 11 

明星大学心理年報(明星大学心理学研究室)1996第

14号

名古屋大学教育学部紀要・教育学科(名古屋大学教

育学部)1995第 42巻第 2号

名古屋大学教育学部紀要・教育心理学科(名古屋大

学教育学部)1995第 42巻

日本語国際センタ一紀要(国際交流基金日本語国際

センター)1996第 6号

日本総合愛育研究所紀要 1995第 32集

人間関係学研究(日本人間関係学会)1995第 2巻

第 l号

応用社会学研究(東京国際大学大学院社会学研究科)

1995第 5号

産業安全研究所安全資料(労働省産業安全研究所)

1996 No. 13 

産業安全研究所研究報告(労働省産業安全研究所)

1995 

産業安全研究所年報(労働省産業安全研究所)1994 

1995 

産業安全研究所特別研究報告(労働省産業安全研究

所)1995 No. 14 

指導と評価(日本教育評価研究会)1995 Vol. 41 Nos. 

8， 9， 10， 11， 12 1996 Vol. 42 Nos. 1， 2， 3， 

4，5，6，7，8 

システム科学研究所紀要(早稲田大学システム科学

研究所)1996 NO.27 

スポーツ心理学研究(日本スポーツ心理学会)1996 

第 22巻第 l号

テレビ・ラジオ番組個人栂倍率調査・全国結果票 (NHK

世論調査部) 1995 6月 11月， 1996 6月

テレコム社会科学賞入賞論文賞(電気通信普及財団)

1996 NO.5 

東海大学紀要(東海大学教育研究所) 1995第 3号

東京学芸大学紀要(東京学芸大学紀要出版委員会)

1996第 46集 (平成6年度) 総索引 1996第 47集

第 l部門教育科学

早稲田心理学年報(早稲田大学文学部心理学会) 1996 

Vo1.28 Nos.1， 2 

山梨大学教育学部研究報告(山梨大学人文社会科学

系)1994第 45号， 1995第 46号

ヤクノレト国際シンポジウム「脳とコミュニケーショ

ンJ (株式会社ヤクノレ卜本社) 1994第 8回

全心協ニュース(全国保健医療・福祉心理職能協会)

1993 Nos. 1， 2 1994 Nos.6， 7， 8 1995 Nos. 9， 

10， 11， 12 1996 Nos. 13， 14， 15 

一図書一

消費「新潮流」のつかみ方 油谷遵(産能大学出版

部)1995 

TWO NEW NATURAL LA W ON HUMAN 

BEHAVIOR AND EMOTION AL FEELING 

(SERGE BOZHICH) 1995 


	JJAP21_091
	JJAP21_092
	JJAP21_093
	JJAP21_094
	JJAP21_095
	JJAP21_096
	JJAP21_097
	JJAP21_098
	JJAP21_099
	JJAP21_100
	JJAP21_101
	JJAP21_102
	JJAP21_103
	JJAP21_104
	JJAP21_105
	JJAP21_106
	JJAP21_107
	JJAP21_108



